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l は じ め に

前報では,促成前進作型の暗黒低温処理開始時期につい

て報告した。

本報では,暗黒低温処理による促成前進作型の生産安定

を図るため,子苗増殖法,苗の葉齢等の苗養成技術につい

て検討したので報告する。

2試 験 方 法

(D 試験場所 岩手県園芸試験場南部分場
2)試験内容
1)試験 1 子苗増殖法 (1990年 ,1991年,1992年)
a ハウス保温開始時期 :① l月 10日 ② 2月 10日
③3月 10日 ④露地 (対照)
b ジベレリン処理

表 1 シベレリン処理

ハウスの保温方法は保温開始から3月末までは外部ビニー

ル十トンネル保温。4月 始から5月 下旬までは外部ビニー

ルによる保温

2)試験 2 採苗時の苗の葉齢 (1990年 ,1991年 )
①当年 1葉苗 ②当年 2葉苗 ③当年 3葉苗 ④当
年 4葉苗 ⑤越冬苗
3)試験 3 育苗ポットの大きさ (1990年 )
① 9co ②105cm ③12¨ (慣行)当年 2葉苗使用。
4)試験 4 ポット当り窒素施肥量 (基肥+週巴,g)
①005+005 ②007■007③01+01
0)供試品種 女峰
に)耕種概要
1)試験 1

a 親株定植 :9月 下旬
b 表値距離 :畦幅21 11el 株間50cn l条植
C 施肥量 (kg/a):N10 P20,10 K2010
2)言謝験2～ 4

a 育苗 ・採苗鉢上げ時期 :6月 1日  ・ボット
の大きさ i12cm ・仮植用土 :畑±70%+く ん炭30% ・
窒素施肥量 (g/ポ ット):基肥005 追肥005

b 暗黒薗戯処理 :8月 1日から20日間 13℃■1℃
C 定植時期 :8月 25日
d 栽植距離 :畦幅135cl 株間20ct 2条植
e 施肥量 (基肥+追肥 kg/a)
N16+10 P,0520+04 K2016+08
f 加温 最低気温 6℃

3 試験結果及び考察

(1)子苗増殖法

寒冷地における暗黒低温処理による促成前進作型では,

早期に子苗を確保することが重要な技術となる。

表 2のように親株床ハウス保温による子苗増殖法は,保

温開始が早いほど,草高,葉身長の生育が促進され, ラン

ナーの発生が早く,子株の発生数が多かった。また, ジベ

レリン処理により,初期生育が促進され,子株が増加した。

処理濃度は50ppmが勝り,処理時期の早いほど効果が高

かった。
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表 2 葉数別子株発生数 (株当たり)(1992年 )
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2)採苗時の苗の葉齢
入庫時の葉緑素計値 (SPAD)は ,当年 2葉苗,3葉苗
が 4葉苗,越冬苗に比べて低く,暗黒低温による処理有効

株率は,当年 3葉苗,2葉苗が高かった。苗の大きい当年
4葉苗,越冬苗の処理有効株率は低かった。年内収量は当

年 2葉苗,当年 3葉苗が勝った。当年 2葉苗,当年 3葉苗

は全期収量,良果率,1l g以 上の上位規格収量とも高かっ

た。越冬苗は当年苗に比べ,年内,全期収量とも低かった。

処理有効株率,収量の安定性からみて,促成前進作型に

適応する苗質は,当年 2～ 3葉の若苗が適していた。

表3 採苗時の葉齢と処理有効株率,収量

0)育苗ポットの大きさ
入庫時の苗の生育は,9 cm区 が10 5cm,12cm区 に比べ ,

徒長苗となり,全重,ク ラウン径が劣った。処理有効株率

は,いずれの区も80%以上あり,ポ ット径の小さいほど勝

る傾向があった。年内収量,全期収量は,12cI区 ,10 5cn

区が勝り,9 cm区が劣った。118以上の上位規格収量でも

12cm区と10 5cm区が勝った。

育苗ボットの大きさは,生育,収量性からみて慣行の12

cnボ ットと同様に,10 5clポ ットでも暗黒低温処理法に使

用できることが判明した。

(0 ボット当たり窒素施肥量

人庫時の苗の生育は,12mポ ットが苗の揃いが良 く,葉

緑素計値 (SPAD)は 施肥量が多いほど高かった。105m

表 5 窒素施肥量と生育,収量 (1990年 )
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ボットでは苗の揃いがやや劣り,施肥量による葉緑素計値

の差が少なかった。定植時の草高,全重は12 cm・ 01+01
区が最も勝った。処理有効株率は007+007区 ,005+
005区が80%を超えて高かったが,施肥量の多い01+01
区は10 5cnポ ット,12mポ ットともに低かった。年内収量

は105硼ボット,12cmボ ットとも005+005区 が勝った。

施肥量の多い01+01区 は,年内収量,全期収量とも劣っ

た。

したがって,ポ ット当たりの窒素施肥量としては,基肥

005g,追肥005g程度でよいと思われた。

4 ま と め

(1)子苗を早期に確保するためには,ハ ウス育苗で 1月

上旬の早期保温開始と50ppmの ジベレリン処理が有効で

ある。

2)採苗時の苗齢は当年 2～ 3葉の若苗が適している。
0)育苗ボットの大きさは,慣行の12m径ポットと同様
に10 5cn径ポットでも暗黒低温処理法に使用できる。

に)ポ ット当たり窒素施肥量は,基肥005g,追肥005

8でよいo

表4 育苗ポットの大きさと生育・収量 (1990年 )
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